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研究分野以外の関心分野・テーマ

低分子、抗体医療に次ぐ新しい医療として注目さ
れている核酸医療の実現のためには、難治性疾患の
アキレス腱を攻める新規核酸の開発とこれを患部に
届けるDDS、更には薬剤が患者に適合するかどうか
を判定するコンパニオン診断薬の開発が重要です。
私達は、これらのtriadを総合的に追究し、癌や炎
症性疾患（関節リウマチ、潰瘍性大腸炎）、感染症な
どを対象として新しい医療開発に取り組んでいます。
これまでに開発した核酸医薬品は動物疾患モデルで
優れた成果を発揮し、14篇の学術論文で公表しま
した。その成果はmicroRNAによる癌治療に関する
最近のReviewで繰り返し取り上げられ、私達の開
発したDDSは、①高い抗腫瘍効果、②動物の腫瘍検
体から標的分子発現のノックダウンを示している、
③多くのDDSが局注のところ静注できる、④核酸投
与量が少ないという点で最も期待されるデリバリー
技術のひとつとして注目されています。

特徴・独自性

最近は更に肝臓などへの負担を減らすために新し
いタイプのDDSであるiNaDの開発にも成功してい
ます。2020年代は現状の医療が核酸医療の台頭に
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図1　独自のDDSによるmiR-136の抗腫瘍効果と肝臓
への取り込み
(a) sCAには20µgをiNaDには5µgのmiR-136を搭載
し静注した。iNaDは5µgという少量の核酸でも優れた
抗腫瘍効果を示した。(b) 化合物Ａを利用して作成した
iNaDは肝臓への核酸の取り込みをsCAの1/10~20に
低減した。上段は肝臓の蛍光数値。下段は肝臓（中央）
とその他の臓器をIVISで撮影したもの。化合物Ｂ,Ｃで
はこの効果はみられない。

よって大きく変化を遂げるタイミングです。
独自のtriadを追究することで、新しい医療
を担う核になるための準備をしています。

125

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー・材
料


